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会
員
の
皆
様
へ

「
会
費
納
入
の
お
願
い
」

　

当
会
議
所
の
第
１
３
７

回
通
常
議
員
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。事
業
計
画

で
は
、
地
域
の
中
小
零
細

企
業
の
現
状
を
踏
ま
え
、

行
政
に
対
し
て
意
見
・
要
望

を
訴
え
、
地
域
活
性
化
の
為

の
方
策
、
津
波
防
災
対
策

の
調
査
研
究
に
努
め
、
積

極
的
な
活
動
を
展
開
す
る
。

　

重
点
項
目
と
し
て
は
、

以
下
の
通
り
。

■
重
要
施
策

①
日
高
港
に
つ
い
て

   　

日
高
港
の
利
用
促
進

　
（
物
流
の
調
査
研
究
）
と

　

近
隣
地
域
へ
の
企
業
誘

　

致
活
動
の
推
進
。日
高

　

港
振
興
協
会
や
エ
ネ
ル

　

ギ
ー
パ
ー
ク
の
今
後
の

　

利
用
へ
の
協
力
と
支
援
。

②
交
通
・
運
輸
に
関
す
る

　

諸
事
業
推
進
に
協
力
及

　

び
意
見
活
動

  　

紀
勢
道　

南
紀
田
辺

　

Ｉ
Ｃ
～
す
さ
み
南
Ｉ
Ｃ

　

間
に
追
越
車
線
の
新
設

　

・
紀
伊
半
島
を
周
回
で

　

き
る
自
動
車
専
用
道
路

　

の
早
期
実
現
、
及
び
一

　

般
道
路
網
の
整
備
促
進

　

に
関
す
る
意
見
活
動
。

　
　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
紀
勢
線

　

の
利
便
性
の
増
進
に
関

　

す
る
要
望
活
動
。

③
地
域
商
業
の
活
性
化
へ

　

の
支
援
・
育
成
指
導

　
　

地
域
の
特
産
品
（
新

　

商
品
の
研
究
）
と
販
路

　

開
拓
・
展
示
会
の
開
催
。

④
会
員
企
業
の
Ｉ
Ｔ
化
の

　

推 

進

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作

　

成
及
び
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

　

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
メ
ー
シ

　

ョ
ン
の
推
進
。

⑤
地
域
観
光
・
推
進
・
育
成

　

へ
の
構
築

　
　

観
光
事
業
・
資
源
の

　

開
発
利
用
と
調
査
研
究
。

　

地
域
の
観
光
事
業
団
体

　

へ
の
協
力
（
御
坊
市
観

　

光
協
会
、
日
高
広
域
観

　

光
振
興
協
議
会
、
御
坊

　

日
高
博
覧
会
実
行
委
員

　

会
、そ
の
他
）。

　
　

ま
た
、
観
光
土
産
品
、

　

物
産
の
品
質
向
上
と
新

　

規
物
産
の
開
発
及
び
ブ

　

ラ
ン
ド
化
の
推
進
、
御

　

坊
寺
内
町
会
館
の
充
実

　

と
運
営
、
寺
内
町
へ
の

　

観
光
客
の
誘
致
・
宣
伝

　

の
強
化
促
進
、
第
３
セ

　

ク
タ
ー
（
印
南
Ｓ
Ａ
等
）

　

事
業
に
参
加
協
力
。

⑥
地
場
産
業
育
成
の
研
究

と
雇
用
の
創
出

　
　

地
元
企
業
へ
の
雇
用

　

の
促
進
及
び
地
場
産
業

　

の
近
代
化
促
進
へ
の
協

　

力
と
育
成
指
導
や
企
業

　

誘
致
の
推
進
。ま
た
、
産

　

官
学
と
会
員
企
業
の
交

　

流
・
推
進
。

⑦
防
災
・
減
災
対
策

　
　

南
海
ト
ラ
フ
に
よ
る

　

津
波
防
災
対
策
へ
の
調

　

査
研
究
。商
工
会
館
屋

　

上
の
避
難
場
所
と
し
て

　

の
活
用
、
避
難
訓
練
の

　

実
施
と
連
携
、
商
工
会

　

館
に
災
害
時
に
備
え
、

　

食
料
品
・
水
等
の
備
蓄
。

　

事
業
継
続
力
強
化
支
援

　

計
画
の
実
施
。

■
日
高
地
方
広
域
圏
内
の

　
相
互
連
携
に
関
す
る
重

　
点
事
項

①
町
・
商
工
会
と
の
共
通

　

目
標
へ
の
連
携
活
動

　
　

観
光
開
発
事
業
の
推

　

進
・
協
力
、広
域
圏
内
道

　

路
網
の
整
備
促
進
協
力
、

　

津
波
防
災
時
の
連
携
・

　

協
力
体
制
の
推
進
。

■
関
連
す
る
諸
事
業
に
対

　
す
る
協
力
重
点
事
項

①
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー

　

ツ
、福
祉
、教
育
、文
化
、

　

地
域
伝
統
芸
能
等
へ
の

　

参
加
と
振
興
へ
の
協
力

②
行
政
の
行
う
諸
行
事
へ

　

の
協
力
・
参
加

③
管
内
各
事
業
所
内
人
権

　

教
育
推
進
へ
の
協
力

④
商
工
会
館
の
有
効
利
用

　

に
よ
る
地
域
へ
の
協
力
、

　

各
種
展
示
会
、
講
習
会
、

　

講
演
会
、
パ
ー
テ
ィ
、
音

　

楽
会
な
ど
多
目
的
に
利

　

用
の
推
進

⑤
き
の
く
に
ロ
ボ
ッ
ト
フ

　

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
継
続

　

開
催

■
年
度
内
に
お
け
る
商
工

　
業
振
興
対
策
事
業

①
経
営
発
達
支
援
計
画
事

　

業
の
実
施

　
　

御
坊
市
と
の
連
携
を

　

密
に
し
て
の
取
組
み

②
商
店
街
振
興
事
業
の
実

　

施
③ 

小
・
中
規
模
企
業
振
興

　

対
策
に
関
す
る
事
業

   　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
・
新

　

し
い
特
産
品
事
業
の
推

　

進
（
小
規
模
事
業
者
事

　

続
化
補
助
金
の
推
進
・

　

伴
走
型
支
援
）。空
き
店

　

舗
対
策
で
、御
坊
市
・
御

　

坊
市
商
店
街
振
興
組
合

　

連
合
会
と
の
協
力
に
よ

　

り
、
空
き
店
舗
の
減
少

　

に
努
め
る
。

　
　

中
小
企
業
（
小
規
模
）

　

事
業
者
の
経
営
、
新
規

　

創
業
、
事
業
転
換
等
に

　

つ
い
て
相
談
に
応
じ
る

　

と
と
も
に
指
導
育
成
に

　

努
め
、
経
営
改
善
普
及

　

事
業
を
効
果
的
に
推
進
。

　
　

経
営
・
金
融
・
労
働
・

　

税
務
・
情
報
化
・
創
業
・

　

事
業
継
承
・
経
営
革
新

　

等
に
関
す
る
説
明
会
、

　

講
習
会
、個
別
相
談
会
の

　

開
催
。経
営
指
導
員
、
経

　

営
支
援
員
に
よ
る
巡
回
・

　

窓
口
相
談
・
指
導
業
務

　

の
推
進
。

④
情
報
、広
報
活
動
事
業

　
　

会
議
所
の
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
の
充
実
を
図
り
、

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

　

じ
た
タ
イ
ム
リ
ー
な
情

　

報
発
信
。

⑤
労
務
対
策
に
関
す
る
事
業

　
　

労
務
管
理
の
近
代
化
、

　

合
理
化
の
指
導
と
協
力
。

　
　

高
年
齢
雇
用
継
続

　

給
付
制
度
・
介
護
休
業
・

　

育
児
休
業
給
付
制
度
の

　

周
知
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

　

の
配
付
。

　
　

新
規
就
職
者
に
対
す

　

る
訓
練
指
導
講
習
会

　

の
開
催
（
ビ
ジ
ネ
ス

　

マ
ナ
ー
実
践
研
修
会
）。

　
　

労
働
保
険
事
務
組
合

　

の
運
営
及
び
事
務
代
行
。

　
　

新
規
学
卒
者
及
び
若

　

年
労
働
者
・
中
高
年
労

　

働
者
の
地
元
産
業
へ
の

　

定
着
奨
励
と
協
力

　
（
御
坊
日
高
地
区
雇
用

　

対
策
協
議
会
）
や
企
業

　

合
同
説
明
会
へ
の
実
施
・

　

協
力
。

　
　

会
員
事
業
所
の
優
良

　

従
業
員
を
表
彰
す
る
。

　
　

専
門
家
に
よ
る
労
務

　

相
談
会
を
実
施
す
る
。

　
　

労
働
・
社
会
保
険
の

　

適
用
促
進
に
つ
い
て
積

　

極
的
に
広
報
に
努
め
る
。

⑥
税
務
、
金
融
対
策
指
導
事
業

　
　

小
規
模
事
業
者
経
営

　

改
善
資
金
融
資
制
度

　
（
マ
ル
経　

融
資
）
を
推

　

薦
す
る
。国
、
県
、
市
の

　

各
種
融
資
制
度
の
活

　

用
を
促
進
。日
本
政
策

　

金
融
公
庫
、
商
工
中
金
、

　

及
び
県
信
用
保
証
協

　

会
の
利
用
、
斡
旋
紹
介
。

　
　

ま
た
、
税
理
士
、
司
法

　

書
士
・
行
政
書
士
の
相

　

談
会
の
実
施
や
記
帳
指

　

導
、自
主
申
告
・e-Tax

の

　

奨
励
。源
泉
徴
収
事
務

　

及
び
青
色
申
告
の
指
導

　

並
び
に
個
別
継
続
記
帳

　

指
導
の
推
進
。

⑦
各
種
共
済
制
度
の
拡
充

　

強
化

　
　

特
定
退
職
金
共
済
制

　

度
、
新
生
命
共
済
制
度

　

へ
の
加
入
や
小
規
模
企

　

業
共
済
制
度
、
中
小
企

　

業
倒
産
防
止
共
済
制
度

　

の
活
用
、
ま
た
和
歌
山

　

県
火
災
共
済
協
同
組
合

　

共
済
制
度
の
加
入
促
進

　

に
努
め
る
。

■
組
織
強
化
と
財
政
基
盤

　
の
確
立

　
　

組
織
並
び
に
財
政
基

　

盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、

　

未
加
入
事
業
所
訪
問
を

　

積
極
的
に
推
進
し
会
員

　

増
強
運
動
（
純
増
20
事

　

業
所
）
を
展
開
。全
て
の

　

会
員
事
業
所
を
訪
問
し
、

　

ニ
ー
ズ
及
び
経
営
課
題

　

の
把
握
に
努
め
る
。

　
　

ま
た
、
地
域
商
工
業

　

振
興
の
拠
点
と
し
て
、

　

商
工
会
館
貸
室
の
利
用

　

促
進
と
効
率
的
な
運
営

　

管
理
に
努
め
る
。

　
（
※
事
業
計
画
の
一
部
を
抜

粋
し
、記
載
し
て
お
り
ま
す
。）

　

令
和
７
年
度
商
工
会
議

所
会
費
の
納
付
を
お
願
い

す
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
４
月

上
旬
に「
会
費
口
座
振
替
」

の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
、

４
月
15
日
（
火
）
に
ご
指
定

の
銀
行
口
座
よ
り
引
き
落

し
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

な
お
、
会
費
口
座
振
替

制
度
を
ご
利
用
で
な
い
会

員
様
に
は
、
５
月
上
旬
に

「
会
費
納
入
通
知
書
」
を
送

付
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、

金
融
機
関
等
で
の
お
振
込

を
お
願
い
致
し
ま
す
。（
振

込
手
数
料
は
貴
社
に
て
ご

負
担
下
さ
い
。）

　

尚
、
ご
連
絡
い
た
だ
け

ま
し
た
ら
集
金
に
お
伺
い

致
し
ま
す
。

　

誠
に
恐
縮
に
存
じ
上
げ

ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力

の
方
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度事

業
計
画
決
定

事
業
計
画
決
定



御坊商工会議所ニュース令和７年４月 第394号（2）
　

３
月
27
日
に
行
わ
れ
た

第
１
３
７
回
通
常
議
員
総

会
に
て
永
年
勤
続
優
良
従

業
員
及
び
役
員
・
議
員
表

彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

表
彰
者
は
役
員
・
議
員

の
盛
大
な
拍
手
に
よ
っ
て

出
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。永

年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰

を
受
け
た
の
は
当
所
会
員

事
業
所
に
勤
め
る
成
績
優

秀
な
勤
続
年
数
７
年
以
上

の
従
業
員
の
方
19
名
で
す
。

　

日
本
商
工
会
議
所
か
ら

役
員
・
議
員
永
年
勤
続
表

彰
と
検
定
試
験
周
年
記
念

事
業
に
て
協
力
校
・
試
験

委
員
表
彰
の
紹
介
が
行
わ

れ
た
後
に
永
年
勤
続
優
良

従
業
員
表
彰
者
へ
表
彰
状

と
記
念
品
の
授
与
が
行
わ

れ
、
表
彰
者
の
記
念
撮
影

を
行
い
ま
し
た
。

　

表
彰
者
は
次
の
方
々
。

　
【
役
員
・
議
員
永
年
勤
続

表
彰
】

〇
20
年
表
彰

　
　

玉
置　

榮
治

〇
30
年
表
彰

　
　

岡
本　

恒
男

　
　

榊　
　

和
雄

　
　

丸
山　

初
美

　
【
永
年
勤
続
優
良
従
業
員

表
彰
】

〇
㈱
オ
リ
ロ
ク塩

路　

明
子

〇
野
田
青
果
店龍

神　

節
代

〇
ヨ
シ
ダ
エ
ル
シ
ス
㈱

西
河　
　

耐

〇
大
洋
化
学
㈱中

島　

知
香

〇
御
坊
自
動
車
整
備
協
同
組
合

西
川　

勇
人

〇
南
海
果
工
㈱稲

垣　

人
実

〇
㈱
古
田
鉄
工
所尾上　

俊
晃

〇
紀
州
フ
ァ
ス
ナ
ー
工
業
㈱

瀬
戸　

康
仁

〇
大
一
建
材
工
業
㈱西岡　

勇

〇
丸
紀
木
材
工
業
㈱

的
場　

真
也

〇
幕
末
㈱

沼
野　

泰
久

〇
熊
野
御
坊
南
海
バ
ス
㈱

長
田　

昌
万

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
及
び

　
　
　
　
　役
員
・
議
員
表
彰
式

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
及
び

　
　
　
　
　役
員
・
議
員
表
彰
式

さいぜ 行が く経営指導員突撃！
インタビュ

ー!!
事業所訪問

御坊には色んなシゴトがあるけれど、その実態がよくわからない。
やりがいや本音、現場の空気がもっと知りたい！

そんな思いに応えてさまざまなシゴトを突撃インタビュー！

所在地
ＴＥＬ
ランチ時間
ランチ営業日

お弁当時間
お弁当営業日

Instagram

御坊市島８０５‒２
０７３８-２０-４７１２
11：30 ～ 14：30（Lo14：00）
火・水・金・土曜日
　※ランチは事前予約が必要
11：30 ～ 16：00（完売次第終了）
月曜日～土曜日

「おふくろの味を大切に、心あたたまるおばんざい」

まんま屋Hiroko 店主 田中　寛子さん

●今月の突撃・ターゲット

た 　なか ひろ　 こ

　当商工会議所職員の西瀨紗妃が会員事業所への突撃インタ
ビューをして、「商売人の声」をお届けいたします。
　今月は、“まんま屋Hiroko”に訪問しました。
　地域の歴史を感じさせる古民家を再活用し、新たな食の拠点
として生まれ変わった飲食店とおばんざい屋のお店にて笑顔で
迎えてくれた田中寛子さんに早速、突撃インタビュー！！
　寛子さんは、大病を患ったのをきっかけに、“子どもになに
か残せるものは無いか”と考え、長年家庭で受け継がれてきた
味を大切にしたいと地元の美浜町で料理教室を開きました。料
理教室を営む中で、生徒たちから「ここで食べるだけでなく持
ち帰りたい」「作った料理を販売してほしい」という声があ
り、おばんざい屋を始めました。最初は、地元で販売していま
したが、借りていた店舗の老朽化が進み、営業を続けるには限
界が近づいていた為「このままでは、お客様に安心して食事を
提供できない」そう考え、移転を決意。２０２２年１１月に現
在の御坊市島に移転しました。
　お店を始めた当初、地元の人々に親しまれる小さなお店でし
たが、常連のお客様が「ここのおばんざい、おいしい！」など
まわりに勧めてくれることが増えたおかげで、口コミが広が
り、だんだんとお客様が増えて
いきました。特にSNSでの反響
が大きく、Facebookなどで、当
店が色鮮やかなお弁当がたくさ
ん並んだ写真を投稿すること
で、お客様が注文してくださ
り、さらに写真を添えて投稿し
ていただく機会が増えてきまし
た。特に、栄養バランスの良い
食事に関心のある人々の間で話
題になり遠方のお客様も訪れる
ようになりました。
　料理は、体にやさしい食材や
調味料を使用し、使う食材は地
元の契約農家さんのお米や野
菜、卵を使用しています。
　見た目にも美しく、体に優し
いこだわりのごはん。大切な人
と一緒に、ぜひ味わってみませ
んか？

ぷりっぷりの大きなエビフライが大人気！！

公式LINE

←お弁当
　ランチ予約は
　こちらから

御坊市を麻雀で盛り上げよう！
「御坊市麻雀シールラリー」参加店・協賛企業募集
　御坊商工会議所では、地域活性化と市内事業所の PRを目的に、2025 年
8月 1日 ( 金 ) ～ 10 月 31日 ( 金 ) の期間、「御坊市麻雀シールラリー」を
開催します。つきましては、参加店舗・協賛企業を募集いたします。
【イベント概要】
参加者が市内の協力店舗や観光地を巡り、麻雀牌型のシールを集めて役を
作る回遊型イベントです。役に応じて景品と交換でき、麻雀を知らない方
でも楽しめます。
【募集内容】
■参加店舗（商工会議所会員事業所または入会予定事業所）
参加費：3,000 円
内容：シール配布・ポスター掲示へのご協力
特典：配布用MAPやチラシなどに店舗名・所在地を掲載し、PRにつなげ
ます。集客効果も期待できます。
■協賛企業
内容：協賛金のご提供、景品提供、広報協力など
特典：ポスター・チラシ等に企業名・ロゴを掲載し、
地域貢献企業としてのイメージアップに。
【申込締切】2025 年 4月 30日 ( 水 )
【申込・問合せ先】
御坊商工会議所　TEL：0738-22-1008　FAX：0738-23-1245
Mail：info＠gobo-cci.or.jp　担当：小森

申込用
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会議室をご利用下さい
御坊商工会議所 会議室使用基本料金表

（R7.4～）
午　　　　　　前 午　　　　　　 後 夜　　　　　　 間 午前 ・ 午後 午後 ・ 夜間 全　　　　　　日

9：00～12：00 12：00～17：00 17：00～22：00 9：00～17：00 12：00～22：00 9：00～22：00

大 会 議 室

机 　 　 　 50
イ ス　  250

一 般 料 金 平      日 12,600
14,200
10,400
11,700

16,400
18,500
13,800
15,400

26,400
29,900
21,900
24,700

29,000
32,700
24,200
27,100

40,200
45,300
33,500
37,600

51,400
58,000
42,800
48,100

土・日祝日

土・日祝日
平      日会員特別料金

中会議室1
机 　 　 　 20
イ ス　    60

一 般 料 金 平      日 7,500
8,600
6,200
7,000

12,200
10,700

8,900
10,000

13,700
15,600
11,300
12,800

18,200
20,800
15,100
17,000

21,700
24,700
18,000
20,300

27,900
31,600
23,100
26,100

土・日祝日

土・日祝日
平      日会員特別料金

小会議室1・2

机 　 　 　   6
イ ス　  20

一 般 料 金 平      日 3,900
4,400
3,300
3,700

5,500
6,100
4,700
5,100

6,700
7,500
5,700
6,300

9,400
10,500
8,000
8,800

11,900
13,400
10,100
11,200

15,200
17,000
12,800
14,200

土・日祝日

土・日祝日
平      日会員特別料金

特別会議室

一 般 料 金 平      日 7,400
8,500
6,100
6,900

10,700
12,200
8,900
10,000

13,700
15,600
11,300
12,800

18,100
20,700
15,000
16,900

21,700
24,700
18,000
20,300

27,800
31,500
23,000
26,000

土・日祝日

土・日祝日
平      日会員特別料金

土・日祝日

一 般 料 金 平      日 5,400
6,000
4,500
5,000

7,600
8,600
6,400
7,100

9,700
10,900
8,100
9,100

13,000
14,600
10,900
12,100

15,600
17,400
13,100
14,600

19,900
22,400
16,700
18,700

土・日祝日
平      日会員特別料金

中会議室2
机 　 　 　 15
イ ス　    45

（消費税含む）

１、使用時間超過の場合は、１時間当りの算出料金を加算されます。 ※１時間未満も１時間として計算。１時間を超える場合は、利用した時間帯から次の時間帯の料金が加算されます。 

２、展示会等に伴う使用は、特別使用料金として１日５,５００円をいただきます。

。（午前中のみの場合は　　　　 ）すまきだたいを 円００９,９ 円００７,７日１：祝日土。みの合場るえ超を時０２※ 円０００,２き付に間時１：日平、はていつに備警、３

４、１,０００円以上の入場料、又は入場料に類するものを徴収するときは、会議室使用基本料金から５割増。

５、飲酒を伴う集会等の使用料は会議室使用基本料金の５割増。

６、マイク設備等備品（備付けの机、椅子は除く）の使用は別途料金をいただきます。

７、当会館建物及び設備、備品を汚損、毀損又は紛失した場合は、その損害を弁償していただきます。

８、会議室使用時、汚損状況によっては清掃費を実費でいただきます。

（消費税含む）

品　　　　名

使　用　料

有線マイク スクリーン

１,１００円 １,１００円 ２,２００円 ３,３００円１,１００円

ワイヤレスマイク プロジェクター ピアノ（大会議室のみ）

※マイク類にはマイクスタンドを付けることが可能です。

会議室をご利用下さい
御坊商工会議所 会議室使用基本料金表

し
ょ
う
。

　
「
野
菜
（
食
材
）
を
も
っ

と
お
い
し
く
食
べ
る
た
め

に
大
事
な
三
つ
の
こ
と
」

を
森
崎
さ
ん
は
消
費
者
に

伝
え
た
い
と
言
い
ま
す
。

そ
れ
は
「
知
る
こ
と
」「
感

謝
す
る
こ
と
」「
応
援
す
る

こ
と
」
で
、「
知
る
こ
と
」

は
、
ト
マ
ト
な
ら
ト
マ
ト

で
、
ど
ん
な
種
類
が
あ
る

の
か
、
ど
う
や
っ
て
つ
く

ら
れ
て
い
る
か
、
ど
ん
な

調
理
法
が
あ
る
か
、
ど
ん

な
歴
史
や
地
域
性
が
あ

る
か
な
ど
、
モ
ノ
自
体
を

も
っ
と
深
く
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
す
。

　
「
感
謝
す
る
こ
と
」
は
、

そ
れ
が
ど
ん
な
人
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
て
い
る
か
、

ど
ん
な
人
が
こ
こ
ま
で
運

ん
で
く
れ
た
か
、
ど
ん
な

人
が
料
理
し
て
く
れ
た
か

な
ど
、
自
分
に
お
い
し
さ

と
健
康
を
も
た
ら
し
て
く

れ
た
ヒ
ト
に
思
い
を
は
せ

る
こ
と
で
す
。三
つ
目
の

「
応
援
す
る
こ
と
」
は
、
消

費
者
自
身
が
感
じ
た
お
い

し
さ
や
健
康
な
ど
の
体
験

が
広
く
次
の
世
代
へ
と
受

け
継
が
れ
て
い
く
よ
う
、

食
べ
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
自
分
が
経
験
し
た
こ

と
を
誰
か
に
伝
え
る
と

い
っ
た
、
つ
く
り
手
を
応

援
す
る
行
動
を
何
か
起
こ

し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

こ
の
三
つ
の
要
素
を
、

広
く
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る"

つ
く
り

手"

側
の
目
線
で
い
え
ば
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
良
さ

　

大
泉
洋
さ
ん
や
安
田
顕

さ
ん
た
ち
が
結
成
し
た
北

海
道
出
身
の
演
劇
ユ
ニ
ッ

ト
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ 

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ

（
チ
ー
ム
ナ
ッ
ク
ス
）
の
一

員
、
俳
優
の
森
崎
博
之
さ

ん
に
お
話
を
伺
う
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。

　

森
崎
さ
ん
は
出
演
す
る

テ
レ
ビ
番
組
や
舞
台
な
ど

を
通
じ
、
農
業
や
農
家
を

応
援
す
る
活
動
に
長
く
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。北
海

道
ロ
ー
カ
ル
で
農
業
と
農

家
を
取
り
上
げ
る
テ
レ
ビ

番
組
に
17
年
間
に
わ
た
っ

て
出
演
し
、
７
０
０
件
以

上
の
現
場
取
材
経
験
か
ら

農
業
の
将
来
に
危
機
感
を

持
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

番
組
の
中
で
採
れ
た
て

野
菜
の
お
い
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
ト
マ
ト

嫌
い
の
子
ど
も
た
ち
を
ト

マ
ト
農
家
に
連
れ
て
行

き
、
も
ぎ
た
て
を
食
べ
て

も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
そ

う
で
す
。ど
の
子
も
「
自
分

が
知
っ
て
い
る
ト
マ
ト
と

違
う
」と
感
じ
、
さ
ら
に
そ

の
う
ち
の
１
人
が
「
こ
ん

な
お
い
し
い
も
の
を
つ
く

れ
る
生
産
者
は
か
っ
こ
い

い
」と
思
っ
て
、
そ
の
後
農

業
高
校
か
ら
酪
農
関
係
の

大
学
へ
進
ん
で
農
業
経
営

を
学
び
、
現
在
は
地
元
の

生
産
者
支
援
の
仕
事
に
就

い
て
い
る
そ
う
で
す
。つ

く
ら
れ
て
い
る
現
場
を
知

り
、
実
際
に
つ
く
っ
て
い

る
人
に
話
を
聞
い
て
食
べ

る
経
験
が
、
子
ど
も
た
ち

の
ト
マ
ト
へ
の
苦
手
意
識

を
払
拭
し
た
と
い
え
る
で

を
消
費
者
に
伝
え
、
さ
ら

に
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
生

ま
れ
て
消
費
者
に
届
く
ま

で
の
ス
ト
ー
リ
ー
も
し
っ

か
り
伝
え
る
こ
と
に
相
当

す
る
で
し
ょ
う
。三
つ
目

の
「
応
援
す
る
」
は
、
消
費

者
と
の
関
係
を
強
め
る
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。こ
れ

は
消
費
者
自
身
が
生
産
に

関
わ
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
や
、
環
境
保
護

や
事
業
支
援
な
ど
を
目
的

に
し
た
エ
シ
カ
ル
消
費
な

ど
の
最
近
の
ト
レ
ン
ド
と

合
致
し
た
考
え
で
す
。つ

く
り
手
の
立
場
か
ら
、
消

費
者
を
巻
き
込
む
、
コ
ア

な
フ
ァ
ン
づ
く
り
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
サ
ー
育
成
と

い
っ
た
表
現
を
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

森
崎
さ
ん
は
「
農
業
の

大
変
さ
や
将
来
へ
の
不
安

が
報
じ
ら
れ
ま
す
が
、
そ

れ
は
ど
の
業
種
で
も
同
じ

こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
」

と
言
い
ま
す
。農
業
の
課

題
は
日
本
の
産
業
全
体
の

課
題
で
あ
る
よ
う
で
す
。

日
経
Ｂ
Ｐ
総
合
研
究
所　

　
　

上
席
研
究
員

「
食
べ
物
を
お
い
し
く
す
る
三
つ
の
こ
つ
と

　
　
　
　
　
　消
費
者
と
の
関
係
の
つ
く
り
方
」
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あ
る
河
川
国
道
事
務
所

の
調
査
に
よ
る
と
、
老
朽

化
し
た
木
が
伐
採
さ
れ
た

際
、
根
の
周
辺
の
土
が
非

常
に
軟
ら
か
く
な
っ
て
お

り
、
根
も
腐
っ
て
空
洞
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。こ
れ
で
は
、
川

の
水
位
が
上
昇
し
た
場
合
、

堤
防
が
崩
れ
、
水
が
漏
れ

て
被
害
が
発
生
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

桜
堤
を
残
す
た
め
に
は
、

枯
れ
た
木
を
植
え
替
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
防

災
の
観
点
か
ら
今
は
で
き

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。１

９
９
７
年
の
河
川
法
改
正

に
よ
り
、
堤
防
に
新
た
に

木
が
植
え
ら
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。堤
防
の
一
番
の

目
的
は
、
水
害
か
ら
命
と

生
活
を
守
る
こ
と
で
あ
り
、

治
水
に
影
響
が
出
な
い
必

要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

今
後
、
桜
の
木
が
枯
れ

続
け
る
と
桜
堤
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
観
光
の
目
玉
や
、

地
域
の
誇
り
で
も
あ
る
桜

並
木
は
、
な
ん
と
か
残
し

た
い
と
皆
が
願
っ
て
い
ま

す
。こ
の
桜
堤
を
残
し
て

い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
は

桜
を
丁
寧
に
手
入
れ
し
、

長
生
き
さ
せ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。も
う
一
つ
は
、
堤

防
の
幅
を
広
げ
、
新
し
く

広
が
っ
た
部
分
に
桜
の
木

を
植
え
る
こ
と
で
す
。治

水
に
影
響
の
出
な
い
部
分

に
植
え
る
こ
と
は
問
題
が

な
く
、
今
の
桜
が
枯
れ
て

も
、
次
世
代
の
桜
堤
を
残

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
時
期
に
一
斉
に
咲

く
桜
。公
園
や
お
城
、
お
寺
、

街
道
沿
い
な
ど
、
桜
の
名

所
が
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に

あ
り
ま
す
ね
。

　

そ
の
中
で
私
が
好
き
な

の
は
、
堤
防
に
咲
く
桜（
桜

堤
）
で
す
。ち
ょ
う
ど
一
昨

年
前
に
訪
れ
た
宮
城
県
の

「
白
石
川
堤
一
目
千
本
桜
」

は
、
白
石
川
の
堤
防
に
約

８
km
に
わ
た
り
千
本
以
上

の
桜
並
木
が
続
い
て
い
ま

す
。満
開
に
咲
く
薄
紅
色

の
桜
の
背
景
に
は
、
青
空

と
雪
を
か
ぶ
っ
た
蔵
王
連

峰
が
そ
び
え
立
ち
、
手
前

に
は
東
北
本
線
の
貨
物
列

車
が
走
る
と
い
う
文
句
な

し
の
絶
景
で
す
。

　

ま
た
、
桜
堤
と
し
て
有

名
な
も
の
に
「
隅
田
川
の

桜
」
が
あ
り
ま
す
。江
戸
時

代
に
、
徳
川
吉
宗
が
、
そ
れ

ま
で
数
本
し
か
な
か
っ
た

隅
田
川
の
堤
防
に
１
０
０

本
も
の
桜
を
植
え
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
目
的
が
あ
り
、

お
花
見
の
人
々
が
堤
防
を

歩
く
こ
と
で
土
が
踏
み
固

め
ら
れ
、
強
い
堤
防
に
な

る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

こ
れ
に
倣
っ
て
か
戦
後
も
、

水
害
後
の
復
旧
で
つ
く
ら

れ
た
堤
防
に
桜
が
植
え
ら

れ
、
各
地
で
桜
堤
が
広
が

っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
近
年
、
こ
の

桜
堤
に
課
題
が
出
て
き
て

い
ま
す
。そ
れ
は
桜
の
老

朽
化
で
す
。ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
は
、
寿
命
が
約
60
年
と

比
較
的
短
く
、
そ
の
60
年

を
超
え
る
木
が
多
く
な
っ

て
き
て
い
る
の
で
す
。

　

早
咲
き
で
有
名
な
静
岡

の
河
津
川
沿
い
の
河
津
桜

堤
で
は
、
ま
さ
に
こ
の
取

り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

堤
防
を
広
げ
て
新
し
い
桜

を
植
え
、
観
光
資
源
を
残

す
計
画
が
、
行
政
と
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
進
め
ら

れ
て
お
り
、
10
年
、
20
年
、

30
年
先
を
見
据
え
た
プ
ラ

ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

防
災
を
考
慮
し
な
が
ら

も
、
日
本
の
春
の
景
色
を

守
る
取
り
組
み
を
諦
め
ず
、

こ
れ
か
ら
も
桜
堤
を
末
永

く
残
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。

　

気
象
予
報
士
兼
税
理
士

藤
富　

郷

気象予報士 × 税理士

藤富 郷の

クラウドな話

「
桜
堤
を

　
　
い
つ
ま
で
も
」

　御坊ＹＥＧの２月例会は、シゲルの動く城委員会が担当。
　この２月に当会館の大会議室がリニューアルされたので、そのお披
露目も兼ねて２月２６日 ( 水 ) に「出会いはチャンス！語って、飲んで、
広げよう青年部の輪」をテーマに、少し遅めの新年会を開催しました。
　当日は２３名が参加。新入部員やゲストも迎えていつも以上に賑や
かな会となりました。新年会の途中には、ババ抜き～最強＆最弱王 決
定戦～が行われ、真剣な表情でカードを見つめる者、心理戦に持ち込も
うとする者、そして見事にジョーカーを引いてしまい大笑いする者な
ど、大人になっても童心に返ることの出来るひと時となりました。

御坊商工会議所青年部　情報通信

御坊商工会議所青年部　２月例会を開催しました！

ゴールデンウィーク事業所用ゴミ袋販売について

ご迷惑お掛けしますが、よろしくお願い致します。
御坊商工会議所

５月３日(土)～５月6日(火)まで お休みさせて頂きます。

協会けんぽ加入の事業主・加入者の皆様へお知らせ

◆お得な協会けんぽの健診のご案内◆
　病気の早期発見・早期治療・予防には年に1回の健診が欠かせません。
協会けんぽでは 35～ 74歳の被保険者（ご本人）様を対象に、生活習慣
病の発症や重症化の予防を目的として、肺・胃・大腸・子宮・乳房の5大
がんをカバーした「生活習慣病予防健診」を実施しています。

　40歳以上の被扶養者（ご家族）様を対象に特定健診を実施しています。
尿検査や血液検査などから健康状態をチェックできます。
被扶養者（ご家族）様のがん検診は、市町村のがん検診制度をご利用ください。

被扶養者（ご家族）様向けの健診もございます

健診の自己負担額がさらにお得に！

一般健診の自己負担額は 5,282円
（令和5年4月から約2,000円もお得になりました。）

　付加健診では、眼底検査などの検査項目を追加して受診することができます。
一般健診と合わせて、自己負担額最高7,971円で、腹部エコー検査等が受けら
れますので、対象年齢の方は是非ご活用ください。　

付加健診を受けられる年齢が拡大！
より充実した健康管理を進めましょう

令和6年4月から
40～70歳の5歳刻みの節目年齢で
受診可能に！

〒640-8516
和歌山市六番丁５
和歌山六番丁 801 ビル３階
Tel  073-421-3100（代表）


